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さまざまな連携 
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これから入学する生徒はもちろんのこと、これまで
に卒業した方々の思いや、高校を支えていただいて
いる地域の皆さんの思い等、大切にしなければなら
ない多くのことを踏まえながら、検討しています。 

・意見聴取会議の設置 
・丹後地域の４市町自治体からのご意見 
・「学舎」導入校の校名に関するアンケート実施   
 (718通回答) 
 17 



＜アンケートでの主な意見＞ 
 

「これまでの高校名のどちらかを使った方がいい」 
 

「新しい高校として新しい名前の方がいい」 
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海洋高校：大学、専門機関、地元地域、民間企業等 
     と連携した最先端の研究 
     海洋ブランドの新製品開発等 
     地域活性化及び雇用創出に向けた新たな 
     取組 等 

峰山高校：文系・理系ともに充実した普通科 
     機械創造科への学科改編(平成31年度～) 
     英語教育の充実 
     スケールメリットを活かした教育活動 等 
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・前期選抜（２月中旬実施） 

・中期選抜（３月上旬実施） 

・後期選抜（３月下旬実施） 
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・前期選抜（２月中旬実施） 
 募集人員：普通科＝全定員の20％ 
      その他＝全定員の30％～70％ 

 選抜方法：学校、学科ごとに異なる。 
      (学力検査、報告書、面接、作文等) 

 ※特別入学者選抜 
  前期選抜と同時期に実施 
  面接の重視等、より多元的な評価尺度で選抜 
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・中期選抜（３月上旬実施） 
 募集人員：全定員から前期選抜合格者数を 
      除いた人数 

 選抜方法：共通の学力検査(５教科計200点)、 
      報告書(中学３年間計195点) 

 志望方法：第１志望(第１順位、第２順位)、 
      第２志望まで志望可能 
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・後期選抜（３月下旬実施） 
 募集人員：前期、中期選抜実施後、相当数の欠員       
      が生じている場合にのみ実施 

 選抜方法：共通の学力検査(３教科計90点)、 
      面接、報告書 
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新設高校 
・府内全ての地域から受検可能 
・特別入学者選抜(２月) 
 ※中期選抜、後期選抜の実施は検討中 

新しい学びの場「学舎」 

・「学舎」ごとに入学者選抜を実施 
 （希望しない｢学舎｣に合格することはない。） 
 （各学舎を第１志望第１順位、第２順位等にする 
  ことは可能） 24 



普通科の学区の廃止（予定）※通学圏は変更ありません。 

・｢地元地域以外からの入学は募集定員の50％以内｣  
 としていた学区を廃止 

（現在の学区） 
 宮津高校普通科 ：宮津市、伊根町、 
          与謝野町のうち橋立中学校区 
 加悦谷高校普通科：橋立中学校区を除く与謝野町 
 峰山高校普通科 ：京丹後市のうち峰山中学校区、 
          大宮中学校区、弥栄中学校区、 
          丹後中学校区のうち豊栄小学校区 
 網野高校普通科 ：京丹後市のうち上記以外の地域 25 



Ｎｅｘｔ… 
 各高校の魅力をご紹介します。 26 



新設高校(校名検討中) 

海洋高校 

峰山高校 

【宮津･加悦谷高校】(校名検討中) 
  宮津学舎（仮称）・加悦谷学舎（仮称） 

【網野･久美浜高校】(校名検討中) 
  網野学舎（仮称）・久美浜学舎（仮称） 
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